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補助科目体系の設定 

 
 

補助科目を設定するための準備 

各勘定科目には補助科目を設定することができます。設定された補助科目は、勘定科目の内訳明細を示

すことになります。 
たとえば、普通預金勘定に銀行別支店別の普通預金補助科目を設定すると、補助科目は普通預金勘定残

高の各銀行別支店別の普通預金残高を記録管理することになります。 
 
その他の例としては、売掛金勘定では得意先、買掛金勘定では仕入先などがあげられます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内訳明細管理が必要な勘定科目の選び出し。 

変更する 

補助科目名称を決めましょう。 

 

（例 1）普通預金に銀行別支店別の普通預金補助科目を設定して、口座ごとの普通預金残高を管理す

る場合の設定例は次にとおりです。 
 

勘定科目 補助科目（名称）  

普通預金 A 銀行青山 （A 銀行の青山支店） 

 B 銀行青山 （B 銀行の青山支店） 

 C 銀行麻布 （C 銀行の麻布支店） 

 
（例 2）車両運搬具に車両別補助科目を設定して、車両ごとの管理をする場合の設定例は次のとおりで

す。 
 

勘定科目 補助科目（名称）  

車両運搬具 甲／品川 （品川営業所の甲車） 

 乙／池袋 （池袋営業所の乙車） 

 丙／池袋 （池袋営業所の丙車） 

 

補助科目を登録しましょう。 

補助科目は必要ですか？ 不要 開始残高登録に進みましょう。 
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補助科目登録画面を開く 

補助科目画面を開きます。［メニュー］タブの［設定業務］で［補助科目登録］アイコンをクリックすると開きま

す。 
 

 

 
 
［設定業務］と［データ管理］メニューしか表示されない方もいらっしゃるかと思います。［導入完了］操作を行

うと全メニューが利用可能となります。現在は、そのまま操作を進めてください。 
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補助科目を追加する 

［設定］ボタンをクックします。補助科目の変更や追加が可能な画面に切り替わります。 
 

 
 
 
補助科目を設定する勘定科目を［勘定科目一覧］から選択し、［補助科目一覧］内に補助科目を登録してい

きます。 
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補助科目の変更や追加などの操作方法については、インストールと同時にコピーされる PDF ファイルによる

操作マニュアルを参照してください。 
タブの右側にある［操作マニュアル］やメニューバーの［ヘルプ］－［操作マニュアル］で開きます。 
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